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市
の
財
政
状
況

平
成
18
年
度
決
算
と
19
年
度
上
半
期
の
収
支
状
況

特
別
会
計
の
３
会
計
を
合
算
し
た
も

の
で
す
。

　

平
成
18
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、

歳
入
３
１
３
億
７
９
６
０
万
円
、
歳

出
３
０
０
億
５
６
２
３
万
円
と
な
り
、

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
13
億

　

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
が
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
度
決
算
と
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
度
上
半
期
の
収
支
状
況
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
決
算
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
「
我
孫
子
の
家
計
簿
」
は
今
回
の

決
算
内
容
と
あ
わ
せ
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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普
通
会
計
決
算
と
は

　

全
国
一
律
の
基
準
で
集
計
し
た
会

計
で
、
我
孫
子
市
で
は
一
般
会
計
と
、

特
別
会
計
の
う
ち
、
手
賀
沼
浄
化
事

業
特
別
会
計
と
公
共
用
地
取
得
事
業

▼表２  平成 18 年度普通会計歳出（支出）目的別決算
区　　分 内　　　　容 支出済額 構成比

議 会 費 議会活動に要する経費で、議員の報酬や議会事務に使われます 3億5760 万円 1.2％
総 務 費 市の管理的経費と、近隣センター、交通対策など他に区分できない経費です 53億8829 万円 17.9%
民 生 費 高齢者や障害者、児童などの社会福祉に使われます 92億0940 万円 30.6%
衛 生 費 病気予防のための各種検診、環境対策、ごみ処理などに使われます 27億3795 万円 9.1%
労 働 費 普通会計決算上だけの分類で、失業対策や雇用促進などに使われます 2391 万円 0.1%
農林水産業費 地産地消の推進など農業振興や農業委員会の運営に使われます 2億8741 万円 1.0%
商 工 費 商業や工業の振興、観光事業、消費生活の改善などに使われます 2億8104 万円 0.9%
土 木 費 道路や公園の整備、排水対策など快適なまちづくりのために使われます 37億9805 万円 12.6%
消 防 費 防火や救急業務など市民生活の安全を守るために使われます 14億0860 万円 4.7%
教 育 費 小・中学校の運営や社会教育事業、図書館、市民体育館などに使われます 39億8988 万円 13.3%
公 債 費 市債として借りた資金に利子を付けて返済するものです 25億7410 万円 8.6%
合 計 300億5623 万円 100.0%

▼表１  平成 18 年度普通会計歳入（収入）決算
区　　分 内　　　　容 収入済額 構成比

市 税 市の歳入の中心で、市民税、固定資産税、軽自動車税などがあります 171億7087 万円 54.7％
地 方 譲 与 税 本来市税となる税源をいったん国税として徴収し、市に譲与されます  11 億6059 万円 3.7%
利 子 割 交 付 金 預金などの利子所得の課税に対して県から交付されます 7141 万円 0.2%
地方消費税交付金 消費税の１％分が県税として徴収され、その２分の１が交付されます 10億1848 万円 3.2%

地方特例交付金 恒久的減税による市税の減収額の一部を補てんと児童手当拡充のた
めに交付されます 5億7049 万円 1.8%

自動車取得税交付金 県に納付された自動車取得税の一定割合が県から交付されます ２億7220 万円 0.9%
配当割・株式等譲
渡所得割交付金 県から株などの配当や譲渡課税に対して交付される交付金です 1億7455 万円 0.6%

そ の 他 交 付 金 ゴルフ場利用税、交通安全対策の各交付金の合計です 6014 万円 0.2%
地 方 交 付 税 地方自治体の財源として、国が使い方を特定せずに交付します 9億3249 万円 3.0%
分担金・負担金 特定の事業を行うことにより利益を受ける団体や個人から徴収します 2億6420 万円 0.8%
使用料・手数料 市の施設利用や行政サービスに対する料金として徴収します 7億8736 万円 2.5%
国・ 県 支 出 金 国や県から特定の事業を実施するために交付されます 33億5050 万円 10.7%
繰 入 金 弾力的な資金運用を行うため、基金や特別会計から繰り入れます 7億2503 万円 2.3%
繰 越 金 前年度決算で生じた剰余金のうち、平成18年度の歳入になるものです 19億5337 万円 6.2%
市 債 市の事業や財政運営のために国や金融機関等から借り入れる資金です 24億7420 万円 7.9%
そ の 他 財産収入、寄付金、諸収入の合計です 3億9372 万円 1.3%
合 計 313億7960万円 100.0%

▼表４  財政指標の推移と比較（平成 18年度）
区　　分 我孫子市 東葛６市平均

財 政 力 指 数 0.936 0.913
経 常 収 支 比 率   96.3％   91.3％
実 質 公 債 費 比 率   9.0％   13.8％▼表５  平成 18 年度特別会計決算

区　　分 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保険事業 107億1205 万円 104 億2452 万円
老 人 保 健 事 業 76億6993 万円 76億6724 万円
介 護 保 険 事 業 48億9317 万円 47億6379 万円
公共下水道事業 32億6074 万円 29億0347 万円
土地区画整理事業 5344 万円 1872 万円

平
成
18
年
度
特
別
会
計
決
算

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。

　

手
賀
沼
浄
化
事
業
特
別
会
計
と
公

共
用
地
取
得
事
業
特
別
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計
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普
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残
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３
３
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歳
入
は
、
前
年
度
に
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べ
７
億
８

９
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２
・
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％
）
の
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と
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り
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し
た
。

　

地
方
譲
与
税
は
、
国
の
三
位
一
体

の
改
革
に
お
け
る
国
庫
補
助
負
担
金

の
削
減
に
伴
う
税
源
移
譲
と
し
て
、

所
得
譲
与
税
（
暫
定
措
置
）
が
増
額

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
41 

・
９
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
地
方
交

 問
財政担当・
内線 236

水道局経営課
☎7184-0114

【用語の解説】
※財政力指数…地方公共団体の財政力を示す指数。１に近いほど財
　源に余裕があり、１を超えると国から普通交付税が交付されない。
※経常収支比率…財政構造の弾力性を判断する比率。 100％に近い
　ほど財政の弾力性はなくなる。
※実質公債費比率…借入金の返済額が収入に占める割合。一般会計、
　特別会計、公営企業などすべての借入金を含む。18％を超えると
　地方債発行に県の許可が必要になる。

土  地

135 万 4663 ㎡

建  物  等

20万 9171 ㎡

市が所有する　財 　 産
基  金

30億5036 万円

有価証券・出資

21億0053 万円
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・
４
％
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り
、
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排

水
路
整
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事
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ど
の
大
規
模
な
建

設
事
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が
前
年
よ
り
少
な
か
っ
た
た

め
、
28
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０
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な
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お
り
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。
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と
な
っ
て
い
ま
す
。
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年
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出
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出
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目
的
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決
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は
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お
り

で
す
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◎
性
質
歳
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歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人
件

費
（
構
成
比
30
・
２
％
）、
物
件
費

（
18
・
２
％
）、
普
通
建
設
事
業
費

（
13
・
６
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

扶
助
費
（
構
成
比
12
・
６
％
）
は
、

児
童
手
当
の
支
給
拡
大
に
よ
る
対
象

者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

経
常
的
繰
出
金
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人

保
健
や
介
護
保
険
特
別
会
計
に
対
す

る
繰
出
金
が
大
幅
に
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
は

我
孫
子
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ

　

普
通
会
計
の
市
債
現
在
高
は
、
２

７
３
億
９
９
０
１
万
円
で
す
。

　

債
務
負
担
行
為
は
、
工
期
が
数
年

に
わ
た
る
工
事
の
一
括
契
約
や
、
土

地
の
分
割
購
入
な
ど
で
、
将
来
に
わ

た
る
支
払
い
を
約
束
す
る
も
の
で
、

債
務
負
担
行
為
残
高
は
22
億
５
８
８

万
円
で
す
。

 

財
政
指
標
の
推
移
と
比
較

　

普
通
会
計
決
算
を
も
と
に
、
財
政

状
況
を
分
析
す
る
各
種
指
標
を
算
出

し
て
い
ま
す
。
財
政
指
標
の
推
移
と

比
較
は
表
４
の
と
お
り
で
す
。

【用語の解説】
※経常的経費…毎年持続して固定的に支出される経費。
※義務的経費…支出が義務づけられた硬直性の強い経費。
※人件費…市長や議員、一般職などの人件費と委員報酬などの経費。
※扶助費…児童手当、児童扶養手当、生活保護費など社会保障制度
　一環として法令等に基づき支出する経費。
※公債費…市が借り入れた市債の返済に伴う元金・利子の経費。
※物件費…消耗品や光熱水費などの需用費や臨時職員賃金、委託料、
　使用料などの経費。
※維持補修費…公共施設などを保全し維持するための経費。
※補助費等…報償費、公課費、負担金と補助金、補償補てん金、利
　子などの経費。
※積立金…基金への積み立てを行う経費。
※投資・出資・貸付金…特定法人などに対する金銭の提供や資金の
　貸し付けなどの経費。
※繰出金…特別会計や定額運用基金に対して支出する経費。
※投資的経費…支出の効果が資本形成に向けられる経費の総称。
※普通建設事業費…道路や公園、公共施設の新増設などに要する経
　費。

い
キ
ャ
ン
プ
場
、
布
佐
駅
構
内
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
整
備
な
ど
で
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
人
件
費
は
、
職
員
手
当
の

見
直
し
や
職
員
数
の
削
減
に
よ
り
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
補
助
費
は
東
葛

中
部
地
区
総
合
開
発
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
の
減
な
ど
で
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
18
年
度
普
通
会
計
歳
出
（
支

出
）
性
質
別
決
算
は
表
３
の
と
お
り

で
す
。

▼表３  平成 18 年度普通会計歳出（支出）性質別決算
区分 支 出 済 額 構成比 対前年度比

経
　
常
　
的
　
経
　
費

義
務
的
経
費

人 件 費 90億 7032 万円 30.2％ ー 1.6％
扶 助 費 37億 8999 万円 12.6％ ＋ 6.6％
公 債 費 25億 7335 万円 8.5％ ー 1.3％

物 件 費 54億 8675 万円 18.2％ ー 0.1％
維 持 補 修 費 2億 5748 万円 0.9％ ー 3.2％
補 助 費 等 14億 6521 万円 4.9％ ー 1.5％
経 常 的 貸 付 金 等 1億 1000 万円 0.4％ ー 0.3％
経 常 的 繰 出 金 22億 9717 万円 7.6％ ＋ 7.4％
① （ 小 計 ）250億 5027 万円 83.3％ ー 0.7％

② 積 立 金 1億 1001 万円 0.4％ ー 59.6％
③投資・出資・貸付金
（経常的なものを除く） 5907 万円 0.2％ ー 32.9％

④ 繰 出 金
（経常的なものを除く） 7億 4727 万円 2.5％ ー 26.1％
投
資
的
経
費

普 通 建 設 事 業 費 40億 8961 万円 13.6％ 3.1％

⑤ （ 小 計 ） 40億 8961 万円 13.6％ 3.1％

① ② ③ ④ ⑤ の 合 計 300億 5623 万円 100.0％ ー 0.5％
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▼表７  平成 19 年度上半期特別会計収支状況
区　  分 予  算  額 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保険事業 116億7236 万円 49億 7144 万円 48億5140 万円
老 人 保 健 75億1130万円 34億6599 万円 32億3651 万円
介 護 保 険 56億3484 万円 25億1778 万円 20億5121 万円
公共下水道事業 32億3868 万円 9億7330 万円 8億2899 万円
土地区画整理事業 4146 万円 3483 万円 1118 万円
公共用地取得事業 5320万円 2671 万円 2671 万円

▼表６  平成 19 年度上半期一般会計収支状況
歳入（収入）
区　　分 予  算  額 収 入 済 額

市 税 181億2767万円 92億1475 万円
地 方 譲 与 税 3億7000 万円 1億0284 万円
地方消費税交付金 11億0000万円 ５億 8984 万円
地方特例交付金 1億1221 万円 1億1221 万円
その他の交付金 6億 6700 万円 1億 7280 万円
地 方 交 付 税 9億 6435 万円 6億0021 万円
分担金・負担金 5億5341 万円 2億2918 万円
使用料・手数料 5億1495 万円 2億3467 万円
国・県支出金 38億 6083 万円 7億4538 万円
繰 入 金 7億3572 万円 0円
繰 越 金 11億3351 万円 11億3351 万円
市 債 30億0810 万円 ０円
そ の 他 4億1025 万円 1億 1009 万円
合 計 315億5800万円 132億4548万円

歳出（支出）
区　　分 予  算  額 支 出 済 額
議 会 費 3億7665 万円 1億8480 万円
総 務 費 45億4644 万円 21億9093 万円
民 生 費 101億8565万円 49億0243 万円
衛 生 費 27億4408 万円 10億5263 万円
農林水産業費 3億2299 万円 1億1663 万円
商 工 費 3億1136 万円 2億1337 万円
土 木 費 48億0153 万円 11億1124 万円
消 防 費 15億0776 万円 7億1742 万円
教 育 費 40億2561 万円 15億7944 万円
公 債 費 26億 8092 万円 11億1579 万円
予 備 費 5501 万円 ー
合 計 315億5800万円 131億8468万円
（左表）歳入の表中
※「その他の交付金」…ゴルフ場利用税、自動車取得税、交
　通安全対策、配当割、株式等譲渡所得割の各交付金の合計。
※「その他」…財産収入、寄付金、諸収入の合計。

  

歳
出
で
は
、
我
孫
子
駅
自
由
通
路

の
整
備
に
伴
う
改
修
基
本
設
計
な
ど

で
５
７
４
３
万
円
、
障
害
者
介
護
給

付
費
に
２
７
２
９
万
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

　

上
半
期
（
平
成
19
年
４
月
か
ら
９

月
）
の
収
支
状
況
は
表
６
で
す
。

特

別

会

計

　

９
月
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で
は
、

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
繰
越

金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
総
額
２
億

８
９
３
６
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
繰
越

金
の
増
額
と
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
の
減
額
な
ど
を
行
い
、
総
額
で

９
０
６
８
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
上
半
期
の
収
支
状
況

は
表
７
の
と
お
り
で
す
。

平
成
19
年
度
上
半
期
の
収
支
状
況

一

般

会

計

                       

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
３
１
４
億
５
２
０
０
万
円
で

し
た
が
、
９
月
の
市
議
会
で
１
億
６

０
０
万
円
の
増
額
補
正
を
行
い
、
３

１
５
億
５
８
０
０
万
円
に
な
り
ま
し

た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
が
当
初
見
込
み
額

を
超
え
た
た
め
４
億
３
３
５
１
万
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

　

普
通
交
付
税
は
当
初
見
込
み
額
を

上
回
っ
た
た
め
、
１
億
９
４
３
５
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
７

億
１
５
０
０
万
円
の
う
ち
３
億
６
０

０
０
万
円
を
繰
り
戻
し
ま
し
た
。

▼表８  平成 19 年度上半期水道事業会計収支状況

区　　 分 予  算  額 執 行 済 額

水道事業経営に
か か る 収 支

水道事業収益 28億9094 万円 14億1540万円

水道事業費用 26億4199 万円 12億1401万円
水 道 施 設 の
建設にかかる
収 支

収　　　入 2億4320 万円 6376 万円

支　　　出 11億2963 万円 3億1263 万円
※予算額と執行済額は消費税込みの金額です。

を
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
、
胸
が
ど
き
ど
き
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
楽
し
い
気
持
ち

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
代
表
と

い
う
責
任
も
あ
っ
た
し
、
何
よ
り
、

「
原
爆
」
へ
の
興
味
が
あ
っ
た
せ
い

で
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
は
な
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

被
爆
体
験
者
の
山
崎
さ
ん
か
ら
、

様
々
な
話
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
そ

の
と
き
の
状
況
を
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
自
分
が
今
座
っ
て
い
る
地

面
が
、
一
瞬
で
焦
土
に
な
っ
た
の
は

と
て
も
考
え
が
た
か
っ
た
で
す
。
そ

し
て
、
最
後
に
僕
達
に
質
問
さ
れ
ま

し
た
。

「
10
年
後
、
20
年
後
が
平
和
だ
と
錯

覚
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
」
と
。

　

そ
の
と
き
、
僕
は
、
確
か
に
平
和

は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら

の
平
和
は
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
山
崎
さ
ん
が
言
っ
て

い
た
こ
と
は
、
「
友
達
を
大
事
に
」

で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
に
聞
こ
え
ま
し

た
。

　

僕
は
、
三
日
間
の
中
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
絶
対
忘
れ
な
い
し
、
忘
れ
ら

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
和
を
作
り
上
げ
て
い

く
た
め
に
こ
の
こ
と
を
、
全
校
や
市

内
の
人
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
」
「
平
和
の
大

切
さ
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
和
祈
念
式
典
に
出
席
し
、
本
川

小
学
校
へ
い
っ
た
後
、
被
爆
者
の
山

崎
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
が
最
後
に
お
話
し
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
大
変
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
「
友
達
を
大
切
に
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
友
達
を
大
切
に
す

れ
ば
、
友
達
も
自
分
の
こ
と
を
大
切

に
し
て
く
れ
る
。
「
自
分
も
大
切
に

さ
れ
て
い
る
」
と
思
う
こ
と
が
、
山

崎
さ
ん
を
救
っ
て
く
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
身
近
で
起
こ
っ
て
い
る
「
い
じ

め
」
「
差
別
」
な
ど
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
が
平
和
に
つ
な
が
る
。
自
分

に
で
き
る
第
一
歩
だ
と
私
は
考
え
ま

す
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
思
い

や
り
を
忘
れ
ず
、
相
手
の
気
持
ち
に

な
っ
て
考
え
れ
ば
、
少
し
ず
つ
世
の

中
が
平
和
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
一
瞬
に
し
て
20

数
万
人
の
命
を
、
未
来
を
消
し
去
っ

た
こ
と
は
、
と
て
も
悲
し
い
出
来
事

で
す
。
街
の
ほ
と
ん
ど
は
、
破
壊
さ

れ
、
多
く
の
人
々
の
生
命
が
一
瞬
に

し
て
、
う
ば
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

生
き
残
っ
た
人
も
、
重
度
の
や
け
ど

や
け
が
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

普
通
と
は
違
う
こ
の
原
子
爆
弾
は
、

放
射
能
に
よ
っ
て
人
体
に
深
刻
な
障

害
を
与
え
ま
し
た
。

　

広
島
の
人
々
は
そ
の
瞬
間
、
強
烈

な
熱
線
と
爆
風
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、

焼
き
尽
く
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
爆
風

に
よ
っ
て
建
物
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、

窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
人
々
に
降
り
注

ぎ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
一
瞬

に
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
威
力
の
も
の

が
、
人
間
に
及
ぼ
す
被
害
は
想
像
を

は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
。
熱
線
に

よ
っ
て
皮
膚
が
焼
け
、
垂
れ
下
が
っ

参
加
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
で
一
番
心
に
残
っ
た
の

は
、
山
崎
さ
ん
の
お
話
で
し
た
。

　

被
爆
証
言
者
の
山
崎
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
、
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
戦
争

が
始
ま
っ
た
理
由
は
、
食
料
が
た
り

な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
、

そ
れ
は
お
か
し
い
と
私
は
思
う
。
人

は
、
食
べ
て
い
か
な
い
と
生
き
て
は

い
け
な
い
。
だ
か
ら
食
料
は
大
事
で

あ
る
。
で
も
、
人
の
命
を
た
く
さ
ん

う
ば
っ
て
ま
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
。

　

話
を
聞
い
た
夜
、
ニ
ュ
ー
ス
で
原

爆
を
落
と
し
た
人
の
話
が
あ
っ
た
。

「
原
爆
を
落
と
し
た
か
ら
、
こ
の
戦

争
は
終
わ
っ
た
。
」
と
そ
の
人
は
い

っ
た
。

　

信
じ
ら
れ
な
い
、
落
と
し
た
せ
い

で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
死
ん
だ
。
そ

の
人
は
、
上
か
ら
見
た
だ
け
で
、
下

の
こ
と
は
知
ら
な
い
。
家
族
や
友
達

が
、
一
瞬
で
な
く
な
っ
た
人
の
気
持

ち
は
、
わ
か
る
の
か
、
そ
う
思
っ
た
。

負
け
て
い
る
の
に
、
原
爆
を
落
と
す

理
由
は
ど
こ
に
あ
る
と
言
え
る
の
か
。

　

こ
の
よ
う
な
戦
争
は
、
今
の
日
本

に
は
な
い
。
で
も
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
こ
と

に
か
わ
り
は
な
い
。
だ
か
ら
、
ま
た

　

私
は
、
我

孫
子
市
の
代

表
と
し
て
広

島
へ
行
き
、

た
く
さ
ん
の

広
島
に
着
い
た
と
き
は
、
「
と
て
も

緑
豊
か
で
き
れ
い
な
街
だ
な
」
と
思

い
、
原
爆
が
落
ち
た
場
所
と
は
思
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

二
泊
三
日
で
広
島
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
学
び
、
本
当
に
62
年
前
、
広
島
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
の
だ
と
改
め
て

た
状
態
で
「
水
、
水
」
と
い
い
な
が

ら
、
さ
ま
よ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

原
爆
は
使
用
し
て
は
い
け
な
い
の

で
す
。
亡
く
な
っ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、

あ
の
と
き
に
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
人
の
苦
し
み
も
あ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
原
爆
の
存
在
し
な
い
未

来
を
僕
は
心
か
ら
望
み
ま
す
。

繰
り
返
し
た
く
は
な
い
。
そ
の
た
め

に
、
こ
の
悲
劇
を
た
く
さ
ん
の
人
に

伝
え
、
こ
の
悲
劇
を
ま
た
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
と
、
私
は
思
う
。

　

我
孫
子
市
は
、
８
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
、
市
内
中
学
校
の
代
表

６
人
を
広
島
市
に
派
遣
し
ま
し
た
。
広
島
で
の
体
験
を
、
12
月
１
日

け
や
き
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
派
遣
後
の
感
想

の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
方
波
見
絵
里
奈
さ
ん（
我
孫
子
中
学
校
）

　

１
９
４
５

年
８
月
６
日

８
時
15
分
、

広
島
に
原
爆

が
投
下
さ
れ

◆
遠
藤
雄
平
さ
ん
（
湖
北
中
学
校
）

　

私
は
、
市

の
代
表
と
し

て
広
島
に
行

か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
内
形
優
樹
さ
ん
（
布
佐
中
学
校
）

　

１
９
４
５

年
、
８
月
６

日
、
午
前
８

時
15
分
、
広

島
に
起
こ
っ

◆
佐
野
友
亮
さ
ん（
湖
北
台
中
学
校
）

　

私
は
、
我

孫
子
市
の
派

遣
中
学
生
と

し
て
、
平
和

祈
念
式
典
の

◆
中
山
雅
子
さ
ん（
久
寺
家
中
学
校
）

　

僕
は
、
今

回
の
広
島
市

中
学
生
派
遣

で
、
と
て
も

大
き
な
こ
と

◆
山
口
大
雅
さ
ん
（
白
山
中
学
校
）

問　

企
画
調
整
担
当
・
内
線
２
１
１

思
い
ま
し
た
。

　

被
爆
さ
れ
た
山
崎
さ
ん
が
、
「
唯

一
残
っ
た
も
の
は
友
情
。
三
人
の
友

達
だ
け
が
生
き
残
っ
た
。
」
と
話
し

て
く
だ
さ
り
、
「
今
の
平
和
が
こ
れ

か
ら
先
も
ず
っ
と
続
く
と
思
っ
て
は

い
ま
せ
ん
か
。
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し

た
。
「
平
和
が
続
く
保
証
は
ど
こ
に

も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
以
上
に
平
和

に
な
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
に
何
が

で
き
る
か
、
考
え
て
く
だ
さ
い
。
平

和
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
の
が
広
島

で
す
。
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

62
年
が
た
っ
た
今
、
広
島
で
起
こ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
今
回
の
体
験
を
よ
り
た
く

さ
ん
の
人
々
に
伝
え
て
い
き
、
一
人

一
人
が
平
和
に
つ
い
て
少
し
で
も
考

え
て
く
れ
た
ら
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

た
の
で
す
。

　

原
爆
資
料
館
で
は
、
原
爆
の
爪
痕

が
痛
々
し
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

８
時
15
分
を
指
し
た
ま
ま
止
ま
っ
た

時
計
。
面
影
の
な
い
真
っ
黒
焦
げ
に

な
っ
た
お
弁
当
箱
な
ど
、
見
て
い
る

と
思
わ
ず
目
を
そ
ら
し
て
し
ま
う
よ

う
な
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
が
、
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
は
溶
け
、

も
う
足
の
置
く
場
が
無
い
ペ
ダ
ル
、

真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ボ
デ
ィ

を
ま
と
っ
て
い
た
三
輪
車
で
す
。

　

原
爆
の
投
下
の
日
も
幼
児
は
、
三

輪
車
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
た
と
い
い

ま
す
。
こ
の
と
き
、
こ
み
上
げ
て
き

た
も
の
は
、
今
も
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
先
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

僕
の
二
泊
三
日
の
旅
は
、
ど
ん
な

旅
よ
り
も
大
き
な
物
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
貴
重
な
体
験
を
皆
さ
ん
に
つ
た

え
る
と
同
時
に
、
自
分
自
身
も
大
き

く
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
の
尊
さ
を
伝
え
た
い

水
道
事
業
会
計          

　

平
成
19
年
９
月
末
現
在
の
給
水

人
口
は
12
万
８
２
１
５
人
で
、
水

道
普
及
率
は
94
・
７
％
で
す
。

　

給
水
量
６
６
７
万
６
７
９
９
㎥

の
う
ち
料
金
収
入
の
あ
っ
た
水
量

は
６
４
４
万
６
２
６
４
㎥
で
、
そ

の
割
合
は
96
・
５
％
で
す
。

　

水
道
施
設
の
建
設
に
か
か
わ
る

資
本
的
支
出
の
主
な
も
の
は
、
企

業
債
の
償
還
元
金
で
す
。
上
半
期

の
収
支
状
況
は
、
表
８
の
と
お
り

で
す
。
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